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はりの計算 
2010/09/03  

とんちんかんソフト 

 

本資料はとんちんかんソフトのホームページに公開している、はり計算ソフト“Hari”に 

使用している計算式をまとめたものである。   

   計算式導出理論は多くの材料力学の書籍にゆだねるものとし、ここではソフトに用いた 

  計算式だけをまとめる。 

 

1. 両端支持ばり 

両端支持ばりの計算に用いている計算式を表 1 に示す。 

                  表 1 両端支持ばりの計算公式 
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2. 片持ばり 

片持ばりの計算に用いている計算式を表 2 に示す。 

                  表 2 片持ばりの計算公式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 補足事項 

1） たわみ式に含まれる記号は次による。 

  E ： 縦弾性係数（ヤング率） 

  I ： はりの断面二次モーメント 

2） モーメントは材料力学上、はりの曲げられる方向で正負を区分するが、ここではその絶

対値をとり、すべて正の値とした。 

3） たわみは元の位置から下方に向かう値を正にした。ただしチャートは視認性の観点から

下方に向かう値を負にした。 

 

3. 複数荷重の計算 

集中荷重が複数ある場合や等分布荷重と集中荷重が共存する場合の計算はそれぞれの荷重に 

よる支点反力、曲げモーメント、たわみを求めて加算することで得られる。 

 この方法は重ね合わせ法という。 
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4. 応力 

任意の位置 x における応力σは次式により求められる。 

   
 

 
 

  ここに 

   M ： 位置 x の曲げモーメント 

   Z ： はりの断面係数 

 

5. 最大曲げモーメント、最大たわみ発生位置 

はり計算ソフト”Hari” では、はりの全長を 100 等分して、そのすべての位置について曲げ 

モーメンとたわみを計算しそれぞれの値が最大となる位置を求めている。 

 なお、最大応力発生位置は 4.項に示した式から最大モーメント発生位置に等しい。 

以上 
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